
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

信じて「待つ」 

子供を見るまなざし 

一人の人として「子供ってすごい」 

子供を物語で見る 

～ドキュメンテーション～ 

学校                   一人一人を大切に 今もこれからも幸せにくらす 

  

 

自分が動く 

ことばを

引き出す 

「自分が動く」を 

支える授業づくり 

２０２２．４．１５ いちょう学級のめあて 

    

 

  自分が決める 

   評価するのは自分 

 

自分への自信・肯定 

 

友達の姿に自分を見つめる 

る 
 

マイプラン学習を軸に 
 選択チーム学習 

 チーム学習 

 仲間と教師で創る授業 

 いちょうタイム 

教科の見方・考え方の明示的 

な支援指導 

 

    ～だから？  

～で、あなたはどう思う？ 

  ～それで？ 

～どうして？ 

 

子供がことばを紡いで 

考えをつくることが 

できるように。 

    

 

学校として大切にしたいこと（4.1）：一人ひとりが大切にされ、学ぶ力が伸びる学校 

環境整備

自己決定の場

柔らかなコミュニケーション

子供に合わせた単元づくり

学びの足跡の明示

言葉にする支援
（困ったこと、気になったこと、感情）

・子供の思い・願いをとらえる

・「一人一人、それぞれ」という意識

・教師同士の通じ合い・子供の伸びの共有

未来をみて

くらしをつくる

・「進学⇒社会に出る」

見通しと必要な力の自覚

・「自分っていいな」自己の伸びを

考え、実感

・社会生活の基本

ていねいさ・あいさつ・言葉遣い・

「ありがとう」と「ごめんなさい」

 

 

 

子どもたちの心が動く時 

 夏休み前の話です。2年ぶりの水泳学習で、張りきっている子どもたちの姿で、印象に残った出

来事がありました。 

 A さんは水泳学習を楽しみにしていました。初めての水泳学習の後、プールから上がった A さ

んの顔が青白くこわばっていました。Aさんに「大丈夫？寒かった？」と聞いたところ「もうプー

ルに入らない」との返答が。よく話を聞いてみると、どうやら寒かったからではなく、プールに虫

が浮いていたことがとても嫌だったようでした。プールバッグを教室に置くことも嫌がる A さん

に「じゃあ、次はプールに入らないでプールサイドからみんなを応援しようか。」と声をかけると、

ホッとした顔をしました。 

 次の水泳学習の時、Aさんはプールサイドで友だちに「がんばれー」と声援を送ったり、プール

サイドに上がるのが大変な下級生を手助けしたりしていました。そんな中、楽しそうに活動する友

だちの姿をしばらく見ていた A さんが「次はやっぱりプールに入ろうかな」とつぶやき、次の週

の水泳学習では、友だちと一緒に笑顔で活動しました。最後の水泳学習の時に「鼻に水が入ったけ

ど何回も潜れたよ！」と顔を輝かせて教えてくれました。先生や周りの人に言われてではなく、自

分で考え感じたことで心が動き、さらに成長できた Aさんに拍手

した出来事でした。 

 子どもたちは、日常生活や学習場面で、時おり立ち止まること

があります。それでも何かのきっかけやタイミングで心が動く時

があります。心が動くとどんどん成長していく子どもたち。そん

な子どもたちを 2学期も見守り、支援していきたいと思います。 

 

2学期もよろしくお願いいたします 

2学期が始まりました。始業式

の日、たくさんの荷物と夏休みの

思い出をかかえて登校した子ど

もたち。久々にお友達や先生の顔

を見ると、自然に笑顔になってい

ました。いちょう学級の 2 学期

のめあても決まりました。一人一

人の個性、学び方に合わせた授業

づくり、くらしづくりをより一層

考えていきたいと気持ちを新た

にした担任団です。2学期も、よ

ろしくお願いいたします。 

なかよし 
天童中部小学校
てんどうちゅうぶしょうがっこう

 

いちょう学級
がっきゅう
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